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経
営
で
い
ち
ば
ん
難
し
い
テ
ー
マ
。
そ
れ
が
カ
ル
チ
ャ
ー
変

革
だ
。
変
わ
り
た
く
な
い
の
が
人
間
だ
。
カ
ル
チ
ャ
ー
変
革
と

は
行
動
変
容
だ
。
総
論
賛
成
各
論
反
対
。
日
頃
か
ら
会
社
の
不

満
を
言
い
な
が
ら
も
、
い
ざ
自
分
の
こ
と
と
な
る
と
、
面
倒
な

話
だ
。
自
ら
の
意
思
で
変
わ
る
も
の
だ
け
が
生
き
残
る
。
単
体

な
ら
ば
そ
れ
で
い
い
が
、
組
織
の
場
合
、
変
わ
ろ
う
と
し
な
い

も
の
に
も
変
わ
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
共
倒
れ
に
な
る
。

　
変
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
の
き
っ
か
け
は
、
危
機
感
の
共
有

だ
。
し
か
し
、
危
機
を
た
だ
伝
え
る
だ
け
で
は
組
織
全
体
の
行

動
変
容
は
簡
単
に
は
起
き
な
い
。
人
に
は
想
像
力
の
違
い
が
あ

る
。
事
態
一
つ
か
ら
そ
れ
を
自
分
事
へ
と
想
像
し
、
危
険
視
で

き
る
人
か
ら
、
自
分
の
身
に
降
り
か
か
る
ま
で
は
他
人
事
で
、

事
態
を
楽
観
視
す
る
人
ま
で
多
様
だ
。

　
確
か
に
「
こ
の
ま
ま
で
は
会
社
が
ダ
メ
に
な
る
」
と
言
わ
れ

て
も
、
会
社
に
行
け
ば
い
つ
も
通
り
職
場
が
あ
り
、
給
料
は
振

り
込
ま
れ
、
い
つ
も
通
り
同
僚
が
い
て
…
…
と
、
日
常
が
変
わ

ら
な
け
れ
ば
切
実
感
は
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
時
に
人
為
的
な
施
策
が
必
要
に
な
る
こ
と
も

あ
る
。
自
分
の
身
に
も
危
機
が
迫
る
よ
う
な
強
烈
な
人
事
施
策

や
、
そ
の
組
織
の
象
徴
的
存
在
、
た
と
え
ば
象
徴
的
な
工
場
の

閉
鎖
や
象
徴
的
事
業
の
縮
小・撤
退・売
却
等
と
い
っ
た
こ
と
だ
。

た
だ
し
、
そ
れ
は
き
っ
か
け
に
過
ぎ
な
い
。
そ
こ
か
ら
変
革
に

導
く
た
め
に
は
少
な
く
と
も
６
つ
、
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

　
１
つ
目
は
、
魅
力
的
な
未
来
図
の
提
示
・
共
有
だ
。
危
機
感

だ
け
で
な
く
、
行
動
変
容
し
た
く
な
る
強
い
動
機
付
け
が
必
要

と
な
る
。「
確
か
に
そ
の
ほ
う
が
い
い
よ
ね
」と
受
益
者
に
と
っ

て
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
を
ど
れ
だ
け
具
体
的
に
描
け

る
か
。
そ
こ
が
勝
負
だ
。

　
２
つ
目
は
、危
機
感
が
強
い
う
ち
に
、一
気
に
進
め
る
こ
と
。

喉
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
を
忘
れ
る
の
が
人
間
。
長
引
く
ほ
ど
、
今

の
状
態
自
体
が
日
常
と
な
り
変
革
慣
れ
も
す
る
。
そ
の
結
果
、

「
そ
こ
ま
で
し
な
く
て
も
」
な
ど
中
途
半
端
な
手
立
て
で
折
り

合
い
を
付
け
る
よ
う
に
な
る
。
あ
る
い
は
長
引
く
と
、
活
力
低

下
や
自
信
喪
失
も
招
き
か
ね
な
い
。
波
風
立
て
る
こ
と
を
嫌
う

日
本
で
、
時
間
ば
か
り
か
か
っ
て
何
も
変
わ
ら
な
い
変
革
が
散

見
さ
れ
る
の
は
こ
の
ゆ
え
ん
だ
。

　
３
つ
目
が
変
革
リ
ー
ダ
ー
の
覚
悟
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
抵
抗
が

予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
い
か
に
毅
然
と
向
き
合
う
か
。
ぶ
れ
な

い
。信
念
に
徹
す
る
。リ
ー
ダ
ー
に
本
気
の
迫
力
が
な
け
れ
ば
、

行
動
変
容
の
先
に
あ
る
未
来
を
信
じ
ら
れ
な
い
。

　
４
つ
目
は
変
革
リ
ー
ダ
ー
へ
の
信
頼
だ
。
そ
の
た
め
に
不
可

欠
な
要
素
は
２
つ
。
一
つ
は
自
ら
範
を
示
す
こ
と
。
別
な
言
葉

で
言
え
ば
、言
行
一
致
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
う
一
つ
は
、

現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
、
正
し
い
こ
と
を
や
り
た
く
て
も
や
れ

な
い
、
彼
ら
の
眼
前
に
あ
る
障
害
を
理
解
し
問
題
解
決
す
る
こ

と
だ
。
そ
れ
に
よ
り
、
こ
の
リ
ー
ダ
ー
は
自
分
た
ち
の
た
め
に

戦
っ
て
く
れ
る
人
だ
と
い
う
認
識
に
な
り
、信
頼
が
厚
く
な
る
。

　
５
つ
目
は
現
場
の
参
画
だ
。
自
分
た
ち
も
一
緒
に
な
っ
て
関

わ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
行
動
変
容
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
高
ま

る
。
ま
た
、
そ
の
過
程
で
、
新
カ
ル
チ
ャ
ー
を
継
続
す
る
た
め

の
次
の
リ
ー
ダ
ー
群
が
育
つ
。

　
６
つ
目
が
、
小
さ
く
て
も
い
い
の
で
早
く
何
ら
か
の
実
績
を

出
す
こ
と
だ
。
変
え
る
メ
リ
ッ
ト
の
体
感
が
、
変
え
る
動
機
を

高
め
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ（
日
本
航
空
）の
事
業
再
生
の
本
質
は
、カ
ル
チ
ャ
ー

変
革
だ
っ
た
と
考
え
る
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
稲
盛
和
夫
氏

の
手
腕
で
な
し
た
こ
と
は
、
こ
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
か
た
や
コ
ロ
ナ
や
震
災
に
対

す
る
日
本
の
政
治
家
の
行
動
を
、
こ
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら

検
証
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
評
価
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
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Kawai Daisuke
経営コンサルタント。長銀総合研究所、ワトソンワイアットを経て
現職。28万部超のベストセラー『不機嫌な職場』（共著、講談社）、『本
物のリーダーは引っ張らない』（講談社）、10万部超を売り上げた『ニ
ワトリを殺すな』（ケビン・Ｄ・ワンのペンネームを使用。幻冬舎）
等著書多数。

連
載  

第
6
回

カ
ル
チ
ャ
ー
変
革
で

必
要
な

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
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鎌倉 を主要拠点に、広告、ゲームアプリ、マンガを活用したコンテンツ開発などの
IT事業のほか、地域創生支援やウェディング事業、不動産業など、多種多様

なビジネスを生み出し続ける株式会社カヤック、通称「面白法人カヤック」。経営理念は「つ
くる人を増やす」こと。慶應SFCの同級生だった創業者3人のベンチャー精神を核に、
唯一無二の存在感を放っている。そして、企業として「まち全体が、ぼくらのオフィスで
す。」と宣言している。鎌倉駅西口近くに土地を取得して、2018年に新たに研究棟・会
議棟を建設。そのほか、まちなかにオフィスを点在させ、鎌倉の企業で働く人たちのため
に「まちの社員食堂」を開業するなど、自社の内と外の境目をなくし、回遊性や開放性
を高めている。「何をするかより誰とするか、誰と一緒に働くか。そのためのワークスペー
スを大事にしています」（広報部長・人事部 渡辺裕子氏）。
　東京に比べて、情報の集積や顧客との行き来には不利だとしても、鎌倉にオフィスを持
つことは同社にとってアイデンティティそのもの。柳澤大輔CEOが自著『鎌倉資本主義』

（プレジデント社）で主張するように、地域コミュニティの人とのつながり、海と山、伝
統文化に囲まれた環境資本というソーシャルキャピタルを大事にする。ICTの進展は距離

の問題をなくしてくれるし、むしろ同社のビジネスの進化を加速させる。
　研究棟・会議棟がまちに溶け込むように設計されたユニークなオフィ
スビルである一方、鎌倉らしく風情ある古民家オフィス2棟も構える。
表紙のラボは3Dプリンターやレーザーカッターを備えるモノづくりの場。
もう1棟は会議室として、社内外の人が利用している。
　さらに、大事な文化が「ブレスト（ブレーンストーミング）」。企画立
案や顧客の課題解決だけでなく、社内で「困りごと」が発生したら “こ
の指とまれ” ですぐに社員が集まり、自由に対話が始まる。屋外にある

「ガーデンオフィス」には、キャンプ場さながらの「焚き火会議室」を
昨年設置。密を避けて対話できる環境が実現した。どのオフィスも、内と外、オンとオフ
を緩やかにし、想いを共有して、創造性を最大限に引き出す工夫がある。デザインオフィ
スがあるから創造的なカルチャーができたのではなく、創造的な人と組織文化を大事にし
たから、オフィスという場が多様に生まれていった。それがカヤックのカルチャーなのだ。
 （写真／元家健吾［表紙、P11］　取材・文／根本洋子）

取締役の藤川綱司氏と渡辺氏。たまたま通りが
かった社員でも自然と場に巻き込めるのがブレス
ト文化ならでは。「ガーデンオフィス」のなかに
ある「焚き火会議室」（写真）は、鎌倉の空気を
感じながらミーティング、ランチ休憩ができる

趣あるラボ「古民家Make Room」。
木造の温かみを生かし、看板もラボで自作

「まちの社員食堂」では週替わりで鎌倉
のいろいろな飲食店の料理を提供する

今月の
表紙 面白法人カヤック

KAIKAを支援する!　JMAの事業活動のご紹介

認定制度の詳細、ご応募はホームページをご覧ください。 
https://kaikaproject.net/action-organization/

KAIKAの考え方に賛同し、その実現に向
けて取り組んでいる企業・団体を「KAIKA
アクション宣言組織」として認定し、応援し
ます。個人の成長、組織の活性化に向けて、
「KAIKAに取り組みたい！」という皆様のご
応募をお待ちしています。

KAIKAアクション宣言
社会とともに花開く、人・組織づくりを目指して

ご応募受付中！

2021年
3月31日時点

組織が91
認定

「社員の成長」を促し、組織として社会的価値を
創出したり、社会とつながる活動が行われたりし
ていることを社内外にPRできます。

1
メリット 組織の取り組みPR

2
メリット

社員の成長を応援し、社会的に意義のある事業を
行っている組織であることをアピールすることで、
人材の確保につながります。

人材確保・組織イメージ向上

3
メリット

取り組みを内外に公表することで、組織として目
指す目標達成への推進力となり、活動に参加する
社員のモチベーション向上につながります。

組織内における活動の推進力アップ・モチベーション向上


